
Hitz日立造船グループ



1 日立造船株式会社



2アニュアルレポート2013

TECHNOLOGY 
for PEOPLE, 
the EARTH, 
and the FUTURE
地球と人のための技術をこれからも

 Contents 01　イントロダクション
　03　 EfW世界No.1戦略を中心

に海外展開
　05　 先端技術の事業化を積極的

に推進
07　Hitz日立造船グループの1年
08　財務ハイライト
09　7年間の財務サマリー（連結）
11　ステークホルダーの皆さまへ
13　トップインタビュー

19　事業紹介
　21　環境事業
　23　プラント事業
　25　機械事業
　27　プロセス機器事業
　28　 2012日立造船

TOPICS Part 1
　2
　
　28　 2012日立造船

䰗ɪ魞ǚほ扱に水問魘ナむ擿拔æぼヌ椑ゑ揆ま樏ろʀや潗溴マ水ロÈ整例僙ぼパトァ水問魘僧まゥæ滹僧®漐煑僧棰㩳れヱ漐靜熺澖み漐-’ 埰に⊠壃ま敄ま熅み攞ぼッ扐衰唫ヮ旔㴞ぼナぼʰ漑わ⊠壃ま敄ゃ醴ゐ靠棰請ほ前ď 棨响挛殺ンゎ節漑ゝ醯䰗棰リ-®ほ晚ほ隘ほ鵈Ǹ醯醯ヘ噯㩮ま㚑ま攲ぽ椵攞ま昄ま鬭ぼ節澠Ľほま攲ぽ椵攞も昄ま鴞節僙ぼʏぽ雪壍ゐ翁錐リ▍攞ほ▍▍▍ⅻヒ’ 噋 噋 ヘ¬亻晟楣ワ卋に’ 醴攲椻╭トー例僙ニパトァ例僙唎ď椵ほ鵈Ś么ろれ脆 み鴞ヮゥ僧©𦦙水レ壢僧僧搨㴞漐唎ǘやろれ請請 ℵ僧僧脆 棰ɴ©嘏ポ節寨Ą毌牲悗ヘ噏晚鬈椻’ほ鶊ʀŚヲǘやめ水レ壢僧僧樨咹㩳 ろれ靜ɴ-㩮レ壢嘆水レ壢僧½澼ッポ節寨やぽ覀賓椓ま れ噏ろ請唎にに走ǚ䰗ヰˡ©晚噏ろれネま挛旲恑牲湂暗ろゃ難ほ棰漐ゃ䰗め魦僧-ズ昄ď 請請 ℵ僧僧脆 棰ɴ©層©嘏ポ節寨Ą毌牲旔ゎ楂べ-マ眞醯ゑ鮄グ慅瑞▍㚙請醯晚鴞ほ澖燄≳ 問難扐ʰ僧½漐©𦦙水ヨま®µポ節寨Ą毌牲噩斊み𡜆例 漑燄鑷鴞ヮ醯漐ɴæ©晟整例 搨㴞漐唎ǘやろさ請請 ℵ僧僧脆 棰ɴ©ナ𦰩ʀ滫么©杞ろさ懲溧-®ほ僧樨僧渗 問難œ瘈僙ʟ髎濇¬僧▍▍½澼ッポ節寨ょまマににネリ▕酲ハヲ前ビぽ-®ほ网棼▕酲ハヲ前ビぽ-®ほ网棼▕酲ハヲ前ビ マ隻頌噏僧籍牲旔Â悗Ą揆ɪ醯Ą侮œ瘈揆ɪ醯Ą攲揆ɪ醯Ą晚鴞ほ澖燄≳ 問難扐ʰ僧½漐©𦦙漐澼ɪ醯ĄĄ拌ɪ醯Ą⊿問徵恑牲僙¾ナ唎Č醯¬䰗め樁ネ梍徵醢椓むわɶ靜むブれ̰隻暗旔潗懲墏潾ト巢ナɶ⊿鑷Ą贈や墊トほø椑ǚ䰗ヰɶ▍▍╰墊ボ前むら例 ま漐醯Ą㴞漐唎ǘ牲敄𦦙扐ʰ僧僧搨㴞漐マにぼ©Ĺマ隻嘆ɴ柙扽隻ズ孌性水レ節ニレ搨覀ɴら愢ď べ楣請’ 僙澘ま鶊ほ ℵ僧べ椓▍’ 僙À㴞ズ昄 恑趨棰㷀整殺 ヨ卋戃▍ワッ扐衰ヲ ゃ’ べœ煨鴞み椵ゎ節挛溧ß髎®杮笥樨ロ响▔ヒヰ殺棨ぽ╮晟ゐ啠籍⓪樨ロ响▕さ 靱xiv酔ニリ憎▉酲▋ゃxiv酔雪隻曼卽ニヮ卋 ヴ椻靠▉靜ヰゥxiii酔ゾ













売上高構成比 地域別売上高
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単位：百万円

2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度 2011年度 2012年度

経営成績
受注高 327,43�

経育克
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はじめに
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事業紹介

〉〉〉環境保全システム

〉〉〉プラント

〉〉〉原動機

〉〉〉環境ソリューション

〉〉〉プレス機械
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環境事業
事業の概況

松山市西クリーンセンター

受注高

売上高

営業利益

（2011年度：1,369億円） 

（2011年度：1,281億円） 

（2011年度：84億円） 

（2011年度：+45.5 （2011
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開発、ペットボトル用の電子線滅菌装置や画像処理技術をコア
とした食品検査装置や交通機関に搭載する事故検知装置などの
開発を進めました。また、福島原発事故対応としては、大量の米
袋を連続検査できるベルトコンベア式の放射線検査装置を製品
化しました。







38アニュアルレポート2013

役員の状況
（2013年6月25日現在）





40アニュアルレポート2013

連結損益計算書

連結包括利益計算書

（2012年4月1停年3月31停





売
上

高
303,036296,792売上原価252,891

246,046売上総利益50,144

50,745販売費及でĽ 燕 38,776

3�
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連結キャッシュ・フロー計算書
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会社の概要
創 業



当社は、環境コミュニケーションの重要なツールとして、


